
　
　
　
　
　
　

― 太秦時代劇の継承と発展！ ―

　　代表理事　二之湯真士

　　http://samuraidrama.jp

記
録
的
な
猛
暑
が
続
き
外
出
も
憚
ら
れ
る
日
々
で
す

過
度
な
節
電
は
控
え
健
康
第
一
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い

気
候
も
都
市
も
農
山
村
も
川
も
海
も
平
和
も
安
全
も
・
・

政
治
が
変
わ
ら
ね
ば
守
れ
な
い
の
だ
と
一
層
精
進
し
ま
す

　

国
政
に
関
す
る
報
道
は
平
和
安
全
法
制
一
色
で
す
が
、
地
方
創
生
も
極
め
て
大
き
な

課
題
で
す
。
そ
れ
は
、
国
と
地
方
の
関
係
の
変
化
（
地
方
の
提
案
を
国
が
呑
む
）
や
、

東
京
一
極
集
中
の
是
正
を
実
現
す
る
手
段
で
あ
り
、
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

　

地
方
か
ら
の
提
案
は
昔
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
特
区
制
度
が
あ
り
ま
し
た

が
、
ど
の
程
度
機
能
し
た
の
か
？
ま
た
国
の
法
令
や
規
則
の
枠
内
で
思
考
し
て
き
た

地
方
公
共
団
体
が
、
そ
れ
を
ど
こ
ま
で
超
え
ら
れ
る
か
？
国
・
地
方
と
も
に
よ
ほ
ど

の
頑
張
り
が
必
要
で
す
。

　

一
極
集
中
是
正
と
言
っ
て
も
、
東
京
都
も
地
方
公
共
団
体
で
す
し
、
２
０
２
０

年
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
大
事
業
が
続
き
ま
す
。
リ
ニ
ア
も
東
京
が
起
点
で
、
空

港
も
港
湾
も
日
本
の
中
枢
は
東
京
で
す
。
し
か
し
是
正
す
る
と
し
て
、
そ
の
手
段
に
中

央
省
庁
と
関
連
機
関
、
企
業
本
社
の
移
転
等
を
挙
げ
ま
す
が
、
東
京
を
簡
単
に
は
離
れ

ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
交
通
・
情
報
・
人
材
確
保
な
ど
で
有
利
・
便
利
だ
か
ら
東
京
に

い
る
、
で
あ
る
な
ら
、
東
京
か
ら
離
れ
る
に
は
「
地
方
に
は
有
利
・
便
利
と
違
っ
た
価

値
」
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
地
方
は
都
市
化
を
望
み
が
ち
で
、
そ
れ
は

東
京
を
支
え
る
の
と
同
じ
価
値
で
す
。
東
京
も
地
方
も
、
人
の
意
識
が
変
わ
ら
ね
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
日
本
国
を
、
ۿ
災
等
に
備
え
て
、
「
首
都
圏
一
極
」
か
ら
２
極
、
あ

る
い
は
１
・
５
極
程
度
に
す
る
の
は
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
多
極
分
散
は
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

仮
に
２
あ
る
い
は
１
・
５
極
な
ら
、
関
空
と
阪
神
港
が
あ
る
近
畿
圏
は
最
有
力
で
す

が
、
近
畿
圏
は
首
都
圏
の
様
に
ま
と
ま
れ
る
か
？
こ
こ
も
人
の
意
識
が
鍵
を
握
り
ま
す
。

　

二
つ
の
巨
大
都
市
圏
と
そ
の
周
辺
に
入
ら
な
い
地
域
は
ど
う
な
の
か
？
と
に
か
く

人
口
減
少
は
食
い
止
め
た
い
が
、
明
確
な
将
来
像
は
ぼ
や
け
て
い
る
地
域
が
多
い
は

ず
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
戦
後
復
興
、
高
度
成
長
、
も
っ
と
遡
れ
ば
明
治
以
降
の
近
代

化
の
中
で
目
指
さ
れ
た
「
都
市
化
こ
そ
進
歩
」
と
い
う
価
値
だ
け
で
は
な
い
と
の
意

識
改
革
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
丸
ノ
内
の
オ
フ
ィ
ス
で
「
田
舎
は
田
舎
の
ま
ま
で

良
い
」
と
言
っ
た
と
あ
る
社
長
の
話
も
、
そ
の
意
味
で
よ
く
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

郵送費を減らし発行部数を増やすため

「数ヶ月に１度、ご近所の30軒程度」

手配りのご協力を頂けれ

ば幸いです。

「しんじ通信」手配りのお願い

６月：京都縦貫道全線開通記念

７月：保津峡→嵯峨鳥居本→二尊院

８月は暑さが厳しいのでお休みします。

＊毎月第４日曜に開催

〈歩こう会開催のご報告〉

地
方
創
生
と
は
生
き
方
の
転
換

右京区太秦多薮町44－1（大映通り）
ＴＥＬ  075－862－1355
ＦＡＸ  075－862－1350

　

皆
様
に
と
っ
て
、
行
政
の
仕
事
の

役
割
分
担
は
分
か
り
に
く
い
も
の
で

す
。「
ど
こ
に
相
談
に
行
け
ば
い
い

の
か
？
」
と
お
悩
み
の
時
は
、
私
の

事
務
所
ま
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
困
り
ご
と
な
ど

　
　
　

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

二
ノ
湯
し
ん
じ
は
、
教
育
の
こ
と
、

環
境
の
こ
と
、
福
祉
の
こ
と
、
地
域

の
こ
と
、
そ
し
て
京
都
や
日
本
の
未

来
の
こ
と
な
ど
、
皆
様
と
お
話
を
で

き
る
場
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い

ま
す
。
時
間
や

場
所
、
人
数
は

問
い
ま
せ
ん
。

ど
の
よ
う
な
会

で

も

結

構

で

す
。
皆
様
の
お

声
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
　
　

二
ノ
湯
し
ん
じ
事
務
所
ま
で

◆
と
も
に
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
！

府
議
会
報
告

●
６
月
定
例
会

　
６
月
18
日
～
７
月

７
日
に
開
催
さ
れ
、

中
小
企
業
の
人
材
確

保
対
策
、
節
電
対

策
、
最
先
端
が
ん
治

療
関
連
、
専
用
球
技

場
設
計
費
な
ど
を
柱

と
す
る
約
4
・
5
億

円
の
補
正
予
算
と
若

者
の
就
労
支
援
に
関

す
る
条
例
な
ど
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

●
９
月
定
例
会

　

９
月
16
日
～
11
月

４
日
に
開
催
さ
れ
、

平
成
26
年
度
決
算
の

審
議
も
併
せ
て
行
わ

れ
ま
す
。
私
も
決
算

委
員
会
委
員
と
し
て

審
議
に
参
加
し
ま

す
。

恒例の二ノ湯夏祭りはお蔭様で盛会に開催できました

　

森
林
環
境
税
（
仮
称
）
の
早
期
導
入
が
実
現
へ

　

私
が
京
都
府
議
初
当
選
以
来
取
り
組
ん
で
き
た
「
森
林
環
境
税

（
仮
）
」
で
す
が
、
去
る
６
月
定
例
会
で
、
早
期
導
入
（
平
成
28
年
度

中
）
を
求
め
る
決
議
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
本
来
は
国
の
責

任
で
行
う
べ
き
政
策
で
す
が
、
既
に
35
県
で
導
入
さ
れ
、
林
業
の
活
性

化
、
森
林
の
保
全
、
都
市
緑
化
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
京
都
府
で
は
、
市
町
村
と
の
調
整
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

経
て
条
例
制
定
さ
れ
る
予
定
と
な
り
ま
し
た
。
過
疎
に
苦
し
む
山
村
に
明

る
い
希
望
と
な
る
よ
う
、
ま
た
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
頻
発
等
に
よ
る
土
砂
災

害
や
河
川
の
氾
濫
が
少
し
で
も
食
い
止
め
ら
れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
そ

の
使
途
に
つ
い
て
も
提
言
し
て
参
り
ま
す
。

　京都縦貫自動車道が全線開通しました

　建設開始から34年を経て、７月18日に京都縦貫自動車道

が全線開通しました。来年度には新名神高速道路の城陽－

八幡が開通し、さらに京奈和自動車とも結ばれると、南北

に長い京都府の背骨がほぼ完成します。企業立地や観光振

興にも弾みがつくと、特に沿線各自治体は喜んでいます。

　私も京都府の均衡ある発展のために頑張ります。

　

「
第
１
回
う
ず
ま
さ
映
画
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

昨
年
７
月
に
私
が
代
表
理
事
と
し
て
設
立
し
た
（
一
社
）
京
都
サ
ム
ラ
イ
ド
ラ
マ

制
作
委
員
会
で
す
が
、
皆
様
の
ご
支
援
の
お
蔭
で
第
１
弾
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
鬼
神
剣

サ
キ
』
を
制
作
し
、
昨
年
末
に
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
更
な
る
ご
支
援
の
も
と
で
『
鬼
神
剣
サ
キ
』
に
加
え
、
܀
秦
で
撮
影

さ
れ
た
名
作
や
、
今
後
の
܀
秦
を
担
う
方
々
が
制
作
し
た
未
公
開
作
品
な
ど
を
取
揃

え
て
、
「
第
１
回
う

ず
ま
さ
映
画
祭
」
が

京
都
み
な
み
会
館
で

開
催
さ
れ
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
、
是
非
劇
場

に
お
運
び
頂
き
、
映

画
祭
を
応
援
し
て
く

だ
さ
い
。
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

　去る８月３日に毎夏恒例の二ノ湯夏祭りを開催しまし

たところ、約2000名もの方々にお越し頂き、盛会に開催

できましたことを御礼申しあげます。

ホームページもご覧下さい！
URL：www.ninoyu.net

二ノ湯しんじ 検索

◆「ブログしんじ」も随時更新中！

（1） 平成27年８月20日 （4）二ノ湯しんじ通信 ◇ 第 24 号平成27年８月20日



〈
身
辺
雑
記
〉

○
܀
秦
自
治
連
合
会
で
は
、
܀
秦
小
学
校

の
４
年
生
を
対
象
に
、
ۿ
神
川
で
金
魚

を
捕
る
親
水
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

か
つ
て
川
は
、
魚
な
ど
食
糧
を
捕
り
、

物
を
洗
い
、
筏
を
流
し
、
子
供
が
遊
ぶ

身
近
な
存
在
だ
っ
た
が
、
今
は
そ
う
で

は
な
い
。
山
に
マ
キ
や
木
の
実
・
山
菜

等
を
採
り
に
行
く
こ
と
も
な
い
ど
こ
ろ

か
、
草
花
を
育
て
る
習
慣
も
廃
れ
て
い

る
。「
自
然
と
の
共
生
」
が
必
要
な
時
代

に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

○
小
学
生
の
頃
、
父
と
パ
ズ
ル
を
完
成
さ

せ
た
。
と
は
い
え
、
多
く
は
私
が
寝
て

い
る
間
に
父
が
し
て
い
た
。
私
も
「
息

子
と
す
る
ぞ
」
と
、
二
男
が
選
ん
だ
金

閣
寺
の
パ
ズ
ル
を
購
入
し
、
気
持
を
高

め
る
た
め
に
参
拝
も
し
た
。
し
か
し
、

作
業
ス
ペ
ー
ス
を
考
え
「
世
界
極
小
の

マ
イ
ク
ロ
ピ
ー
ス
」
の
１
０
０
０
ピ
ー

ス
に
し
た
の
で
、
私
に
も
難
し
く
、
子

供
は
す
ぐ
に
疲
れ
て
や
め
て
し
ま
う
。

と
い
う
こ
と
で
、
頓
挫
し
て
い
る
が
、

何
と
か
完
成
さ
せ
た
い
。

○
長
男
は
動
物
よ
り
乗
り
物
、
二
男
は
乗

り
物
よ
り
動
物
が
好
き
だ
っ
た
が
、
三

男
も
乗
り
物
が
好
き
だ
。
家
で
は
プ
ラ

レ
ー
ル
や
ト
ミ
カ
で
よ
く
遊
ぶ
。
み
や

こ
め
っ
せ
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
記
念
の
１

枚
。
親
の
意
の
ま
ま
に
衣
装
を
着
る
の

は
、
さ
て
い
つ
ま
で
だ
ろ
う
か
。

○
お
墓
参
り
で
子
供
に
ス
ポ
ン
ジ
や
タ
ワ

シ
を
持
た
せ
る
と
、
は
し
ゃ
い
で
お
墓

を
ゴ
シ
ゴ
シ
磨
く
。「
ご
先
祖
様
い
つ
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
と
手
を
合
わ

せ
な
さ
い
」
と
言
う
と
、
素
直
に
従
う
。

し
か
し
、
私
の
読
経
の
最
中
は
ウ
ロ
ウ

ロ
す
る
し
、
関
心
は
お
供
え
の
お
菓
子

に
し
か
な
さ
そ
う
だ
。
そ
れ
で
も
お
参

り
す
る
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
。

○
毎
夏
恒
例
の
都
道
府
県
議
会
野
球
大
会

が
静
岡
県
で
行
わ
れ
た
。
私
は
１
番
サ
ー

ド
。
今
回
も
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
を
目
指
し

た
が
、
準
決

勝
で
岐
阜
県

議
会
に
10
対

９
で
惜
敗
し

た
。
し
か
し
、

我
な
が
ら
攻

守
に
よ
く
頑

張
っ
た
の
で
、

非
常
に
清
々

し
か
っ
た
。

　

人
口
問
題
に
つ
い
て

（
二
之
湯
）
国
は
活
力
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
合
計
特

殊
出
生
率
（
１
人
の
女
性
が
一
生
に
産
む
子
供
の
平
均
数
）
が

２
０
４
０
年
ま
で
に
２
・
０
７
に
回
復
す
れ
ば
、
２
０
６
０
年
に

１
億
人
の
人
口
が
維
持
さ
れ
、
２
０
９
０
年
頃
か
ら
人
口
が
安
定

す
る
と
の
目
標
を
立
て
た
。

　

京
都
府
も
、
そ
れ
に
準
じ
て
目
標
を
設
定
し
た
が
、
資
源
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
水
・
食
糧
・
気
候
変
動
な
ど
持
続
可
能
性
の
観
点
か

ら
、
ま
た
、
社
会
保
障
や
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
、
ど
う
評
価
す

る
か
？

（
山
田
知
事
）
国
は
、
２
０
５
０
年
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
1.5

～
2
％
程
度
を
維
持
す
る
た
め
に
、
人
口
を
１
億
人
程
度
に
止
め

た
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
逆
算
し
て
い
る
。
現
在
の
合
計
特
殊
出

生
率
１
・
４
２
が
、
２
０
４
０
年
に
２
・
０
７
に
改
善
す
る
た
め
の

具
体
的
な
手
立
て
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　

京
都
府
は
「
第
３
子
保
育
料
の
無
償
化
」「
子
供
医
療
費
助
成

の
拡
充
」
な
ど
、
厳
し
い
財
政
事
情
で
も
頑
張
っ
て
い
る
。
国
自

体
が
対
策
に
本
腰
を
入
れ
る
よ
う
訴
え
て
い
る
。

（
二
之
湯
）
人
口
の
目
標
数
値
の
評
価
に
際
し
て
、
知
事
か
ら
は
、

私
が
提
示
し
た
観
点
か
ら
の
評
価
が
無
い
の
は
残
念
だ
。
国
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
最
優
先
も
理
解
で
き
な
い
で
は
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
良
い

の
か
検
証
が
必
要
だ
。

　

ま
た
、
少
子
化
対
策
の
主
役
は
若
者
だ

が
、
当
事
者
は
あ
ま
り
自
覚
し
て
い
な
い
。

「
合
計
特
殊
出
生
率
２
・
０
７
」
と
い
う
言

葉
が
分
か
り
に
く
い
こ
と
も
あ
る
。
他
の

生
き
方
を
排
除
せ
ず
に
、
し
か
し
「
20
代

で
結
婚
し
て
３
人
の
子
供
を
」
と
の
人
生

設
計
を
標
準
と
し
て
率
直
に
示
し
語
る
べ

き
で
は
な
い
か
？

（
山
田
知
事
）
若
者
の
意
識
調
査
で
は
「
結

婚
は
し
た
い
」「
理
想
の
子
供
数
は
２
・
５

人
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
妨
げ

る
経
済
的
な
要
因
や
出
会
い
不
足
を
解
消

し
た
い
。
若
者
が
自
ら
「
子
供
を
た
く
さ

ん
持
ち
た
い
な
ら
ば
早
め
の
結
婚
を
」
と

の
人
生
設
計
が
で
き
る
よ
う
、
医
学
的
な

問
題
も
含
め
て
伝
え
て
い
く
。

　

国
際
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て

（
二
之
湯
）
人
口
減
少
社
会
で
は
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
が
大

切
で
、
海
外
か
ら
の
流
入
も
重
要
だ
。
観
光
客
は
、
京
都
の
文
化

や
歴
史
を
観
に
来
ら
れ
る
が
、
そ
の
根
幹
の
「
衣
食
住
」
の
衰
退

は
、
京
都
（
観
光
）
の
衰
退
に
繋
が
る
。
１
０
０
年
先
ま
で
残
る

た
め
に
ど
う
守
り
育
て
る
の
か
？

（
山
田
知
事
）
和
装
は
、
特
に
外
国
人
に
人
気
は
あ
る
が
需
要
拡

大
に
は
繋
が
っ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
努
力
を
し
な
が
ら
、
生
活

文
化
に
溶
け
込
む
和
装
を
提
示
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

　

和
食
は
、
世
界
無
形
遺
産
登
録
を
弾
み
と
し
て
、
世
界
レ
ベ
ル

で
の
日
本
料
理
コ
ン
ペ
ン
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
開
催
や
府
立
大
学
で
の

学
問
化
な
ど
に
取
り
組
み
た
い
。

　

京
町
家
は
、
今
な
お
年
間
に
３
０
０
軒
超
が
失
わ
れ
て
い
る
。

観
光
や
産
業
・
町
の
発
展
と
い
う
観
点
か
ら
、
京
都
市
と
連
携
し

て
、
町
家
活
用
方
法
を
検
討
し
た
い
。

（
二
之
湯
）
大
学
の
街
と
し
て
留
学
生
を
増
や
す
こ
と
に
は
「
大

学
経
営
の
安
定
」「
交
流
に
よ
る
研
究
の
進
展
」「
親
日
家
を
増
や

す
」
等
に
意
義
が
あ
る
と
思
う
が
、
今
ま
で
の
留
学
生
ハ
ウ
ス
等

で
の
生
活
訓
練
に
引
き
続
き
、
今
後
の
留
学
生
政
策
の
具
体
的
な

道
筋
と
施
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い
る
か
？

（
山
田
知
事
）
や
は
り
「
親
京
都
派
」
の
留
学
生
を
増
や
し
た
い
。

第
一
印
象
が
大
事
な
の
で
、
今
ま
で
は
留
学
生
ハ
ウ
ス
・
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
日
本
の
生
活
に
ス
ム
ー
ズ
に

適
応
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
た
。
今
後
は
、
京
都
の
人
と
楽
し

く
親
し
め
る
場
を
増
や
し
た
い
。

　

ま
た
、
今
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
っ
た
府
・
京
都
市
・
大
学
・
経

済
団
体
等
の
動
き
を
、
オ
ー
ル
京
都
で
設
立
し
た
「
留
学
生
ス
タ

デ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
統
一
し
、
海
外
で
の
留
学
生
フ
ェ
ア
や

勧
誘
活
動
、
相
談
窓
口
の
一
元
化
、
京
都
企
業
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
・
就
職
な
ど
に
取
組
み
た
い
。

（
二
之
湯
）
多
く
の
外
国
人
が
居
住
す
る
と
犯
罪
や
各
種
ト
ラ
ブ

ル
の
増
え
る
向
き
も
あ
る
が
、
言
葉
の
壁
が
あ
る
中
で
、
安
心
・

安
全
を
確
立
す
る
た
め
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
？

（
山
下
警
察
本
部
長
）
京
都
府
警
に
は
15
言
語
１
６
８
人
を
部
内

通
訳
人
と
し
て
、
府
警
本
部
や
各
警
察
署
に
配
置
し
、
特
に
通
信

指
令
課
に
英
語
通
訳
可
能
な
者
を
複
数
配
置
し
１
１
０
番
通
報
に

24
時
間
対
応
で
き
て
い
る
。
更
な
る
安
全
・
安
心
の
た
め
の
施
策

に
取
組
み
た
い
。

　

農
林
水
産
業
の
振
興

（
二
之
湯
）
農
業
の
生
き
残
り
に
は
大
規
模
化
に
よ
る
企
業
的
経

営
が
不
可
欠
だ
が
、
農
家
が
規
模
拡
大
す
る
と
直
ち
に
経
営
力
が

強
化
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
経
営
力
強
化
に
向
け
た
現
状
と
改

善
点
は
？

（
山
田
知
事
）
①
財
務
面
を
含
む
経
営
ノ
ウ
ハ

ウ
、
②
農
地
集
積
な
ど
効
率
化
、
③
高
付
加
価

値
化
、
の
３
点
か
ら
経
営
力
強
化
に
取
り
組

ん
で
き
て
、
農
業
法
人
数
は
平
成
20
年
度
の

１
６
４
か
ら
２
７
６
と
１
・
７
倍
と
な
り
一
定
の

成
果
を
納
め
た
。
今
後
は
、
経
営
力
強
化
の
た

め
の
研
修
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
新
商
品
開
発
・

販
路
開
拓
の
一
層
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

（
二
之
湯
）
右
京
区
京
北
に
は
、
広
大
な
山
林
、

木
材
市
場
、
大
口
の
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
に
繋
が

る
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
が
あ
る
が
、
素
材
を
加
工

す
る
大
規
模
施
設
が
な
い
。
素
材
生
産
か
ら
建

築
材
の
販
売
ま
で
を
行
う
木
材
産
業
モ
デ
ル
を

確
立
た
め
に
、
大
規
模
加
工
施
設
の
立
地
支
援

を
行
う
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
？

（
山
田
知
事
）
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
を
目
指
す
中
で
、
京
都

府
に
は
大
断
面
集
成
材
を
製
造
す
る
大
型
加
工
施
設
が
な
い
の

で
、
こ
れ
を
解
消
し
た
い
。「
立
地
促
進
の
た
め
の
協
議
会
」
を

立
ち
上
げ
、
場
所
や
規
模
な
ど
の
検
討
を
急
ぎ
た
い
。

（
二
之
湯
）
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
は
、
組
合
員
の
高
齢
化
と
減

少
、
遊
漁
券
販
売
の
不
振
な
ど
で
経
営
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
。

組
合
が
解
散
す
れ
ば
、
稚
魚
の
放
流
な
ど
が
滞
り
河
川
環
境
も
悪

化
す
る
と
懸
念
す
る
が
、
現
状
認
識
と
対
策
を
伺
う
。

（
山
田
知
事
）
漁
協
は
非
常
に
公
益
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

が
、
レ
ジ
ャ
ー
の
多
様
化
な
ど
で
遊
漁
券
販
売
は
10
年
前
の
半
分

に
な
り
経
営
は
厳
し
い
と
認
識
し
て
い
る
。
放
流
量
の
見
直
し
や

産
卵
場
所
の
造
成
な
ど
の
減
少
対
策
に
加
え
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
等
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
多
角
化
を
図
る
他
、「
森
の

京
都
」
事
業
に
関
連
付
け
て
支
援
す
る
等
し
た
い
。

　

選
挙
教
育
に
つ
い
て

（
二
之
湯
）
投
票
率
の
低
下
は
、
よ
り
多
く
の
国
民
が
社
会
に
無

責
任
に
な
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
模
擬
投
票
や
高
校
生
の
生
活
に

即
し
て
実
感
が
得
や
す
い
政
策
テ
ー
マ
に
関
す
る
授
業
を
、
高
校

教
育
に
導
入
す
べ
き
だ
。

（
小
田
垣
教
育
長
）
公
職
選
挙
法
の
改
正
（
18
歳
で
選
挙
権
）
に

伴
う
必
要
な
対
応
を
始
め
る
。
議
会
傍
聴
、
模
擬
選
挙
公
報
作
成
、

模
擬
投
票
な
ど
を
行
っ
て
い
く
予
定
だ
。

こ
こ
で
は
、
紙
面
の
都
合
で
一
部
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

府
議
会
Ｈ
Ｐ
で
は
全
て
の
質
問
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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